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概要　筑波大学付属病院分娩部 に お け る脳 動静脈奇形 （arteriovenous 　ma ］formation ：AVM ）合併妊娠

の 統計 を報告す る と共 に ， 妊 娠 が AVM に 与え る影響 に っ い て 検討し た．

　1984年 1月 か ら 1994年 3 月ま で に 当院分娩部 に お い て 経験 し た AVM 合併妊娠 は 9症例 12妊娠 （総分

娩数 に 対す る頻度 ：O．22％）だ っ た ．そ の うち 4 例 は 経産 婦 で あ り ， 以 前の 妊娠 ・分娩経過 に 問題 は な

か っ た．今回 の妊娠 中に初め て AVM と診 断され た 4症例中 3例は AVM の破裂に よる ク モ 膜下 出血

（妊 娠17週 ， 19週 ， 31週）で ， 1 例 は て ん か ん （妊娠11週）で AVM と診 断 さ れた。破裂 し た 3 症例 中 2

例で 妊娠 中 に AVM 全摘術 が 施行さ れ た． 9症例の分娩様式 は， 妊 娠中破裂 した が 保存的 に 経過 を み た

1例 だ けで 選択的帝王 切開術が施行 さ れ て い た．残 りの 8例 は 経腟的 に 分娩 し て お り， そ の う ち 3例で

硬膜 外麻酔に よ る無痛分娩が施行された．経腟分娩 8例 の うち分娩 中の AVM の破裂は な く， 母体の 予

後は す べ て 良好 だ っ た．妊娠中抗痙攣薬 の 内服 を必要 と し た 症例は 6 症例 7妊娠 で ， 1例 に児 の 口唇 口

蓋裂を認め ， 2例 に フ ェ ニ トイ ン の 副作用 に よ る と思 わ れ る母体 の 溶血性貧血 を合併 した ．

　1978年 1 月 か ら199．　5年 3 月ま で に 当院脳神経外科 で 診断 ・治療 した AVM 女性患者は前記の 9症例を

含 む 42症例 で あ っ た．そ の うち 23症例 が合計 46回 の 分娩 を経験 し て い た ．当院分娩部で 管理 し た 3症例

の み が 妊娠中に 破裂 に よ り AVM と診断 さ れ た．妊娠中の 破裂率は 0．065／人年で あ り， 同年代 の 非妊患

者 の 破裂率に比 べ て 統計学 的な有意差 は認 め な か っ た．

　以 上 よ り AVM の 破裂 に 妊娠 が 積極的 に 関与 し て い る と い う従来の報告と は 異な り，本研究 か らは 妊

娠が AVM 破裂に 直接関与 し て い る と い う確 証 は得ら れ な か っ た．

Synopsis　 We 　studied 　tweh ・e　pregnancies　in　nine 　patients　wlth 　arteriovenous 　malformation （AVM ）

Inanaged 　at　our 　hospital　from　January，1984　to　March ，1993．Three　of　the　cases 　were 　diagnosed　as

subarachnoidal 　hemorrhage （SAH ）and 　one 　as 　epilepsy 　during　pregnancy．　The　AVM 　was 　resected

surgically 　il／ two 　ruptured 　cases 　during　pregnancy ，
　and 　the　fetus　was 　delivered　vaginally ．　In　the

other 　case 　of　ruptured 　AVM 　delivery　was 　by　elective 　cesarean 　section ．　 In　the　 non −ruptured 　 case

delivery　was 　vagirlal ．　Two 　of 　the　six　patients　who 　took 　an 　anticonvulsant 　dcveloped　hemolytic

anemia ，　and 　one 　baby　was 　bom 　with 　a　cleft　lip　and 　palete．

　 Wenext 　retrospectively 　investigated　42　women 　who 　were 　followed　up 　for　AVM 　at　the　department

of 　neur   surgery 　in　our 　hospital　from　January，1978　to　March ，1995．Three　pregnancies 　of　a　total　of

46pregDancies 　were 　complicated 　by　a　cerebral 　hemorrhage．　The　hemorrhage　rate 　during　pregnancy
for　women 　with 　unruptured 　AVM 　was 　O．065± O．〔｝36　per　person 　per　year ，　There　was 　no 　signi 負cant

difference　between 　the　hemorrhage　rate 　for　pregnant 　women 　arld 　that　for　nonpregnant 　women 　of

childbearing 　age ，　and 　the　risk 　for　rupture 　 of 　AVM 　was 　not 　increased　ill　pregnancy ．

Key　words ： Arteriovenous　malformation ・Subarachnoid　hemorrhage ・Pregnancy
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　　　　　　　　　緒 　　言

　脳動静脈奇形 （arteriovcnous 　 malformatlon ：

AVM ）は先天性の 脳血 管異常で あ り， 比 較的若 い

年齢で ク モ膜下出血 （subarachnoidhemorrhage ：

SAH ）や て ん か ん の 発症 で 診断され る こ とが 多

い
1｝
．産科医に とっ て も母体の 生命の 危険が伴 う

妊i娠合併症 と し て 重要 な疾患 の ひ と つ で ある． し

か しなが ら， 妊娠 ・分娩 に合併す る頻度が 高 くな

い こ ともあ り， 本邦に お け る報告の ほ とん どが症

例報告で あ る
2）一’8）．近 年 ， CT ・MRI ・血管造影 な

どの 画像診断の 発達 や脳神経外科学の 進歩 に よ

り， 妊娠中に頭蓋内出 血を発症 し て も， AVM と正

し く診断 され ， 妊娠中に手術 を受 け て 救命 され る

症例が増 えて い る．

　 そ こ で ， 筑波大学付属病院分娩部 に お い て ig84

年か ら の 約10年間 に 経験 した AVM を合併 した

9症例 12妊娠 に つ い て 報告す る と共 に 当院脳神経

外科で 管理 し て い る AVM 症 例 の 前記 9症例 を

含む 42症例の妊娠 ・分娩歴 に つ い て も検討 した．

　　　　　　　　対象及 び方法

　 1．当院分娩 部で管理 した AVM 合併妊 娠症例

の検討

　 1984年 1 月 か ら1994年 3月 まで の 約 10年間に 当

院分娩部 で 扱 っ た AVM 合併 妊 娠 9 症例 12妊 娠

に つ い て retrospective に検討 した．

　調査項 目は頻度 ， 発症年齢 ， 症状 ， 既往分娩歴 ，

妊娠 ・分娩経過，AVM の 治療 に対す る手術術式 ，

抗痙攣薬 の 内服状況 と母体及 び児に対す る副作用

の 有無な ど で ある．

　2．当院脳神経外科 で 治療 した AVM 患者の 検

討

　1978年 1 月か ら1995年 3 月 ま で に 当院脳神経外

科で 診断 ・治療 を受 けた 8 〜 60歳 の AVM 　42例 の

女性患者に お け る ， AVM 発症 と妊娠 との 関連 に

つ い て も retrospective に検討 した．な お ，
こ の 中

に は L の 9 症例 も含 ま れ る．こ れ ら の 症例 の 発症

年齢 と AVM の 破裂 の 有無 ， 既往分娩歴 ， また妊

娠 ・分娩時期 との関連 に つ い て ， 入 院及び外来カ

ル テ の 記載 よ り検討 した．また い くつ か の症例で

は ， 不明 の 点 に つ い て直接本人 に電話 し， 確か め

た，

　 3．統計学的検討

　 データ は平均 ±標準偏差で 表示 した．AVM の

破裂 率 を人 年 法
9）で 求 め ， 平 均± 標 準偏 差 及 び

95％信頼区間を表 し た．

　 2 群間の 統計学的有意差 は Fisher の 直接確率

計算法 で検定し ， p く 0．05を有意差 とした．

　　　　　　　　　 結 　 　果

　1．当院分娩部 で 管理 した AVM 合併妊娠 の 検

討

　同期間の 総分娩数5，512に対 す る AVM 合併妊

娠の 頻度 は022 ％ （12／5，512） であ っ た． 4 例は

今 回の 妊娠 中 に て ん か ん や SAH な ど の 症状 が

き っ か け とな っ て AVM と診断され て お り， 妊娠

中に AVM と診断さ れ る頻度はO．07％ （4／5，512）

で あ っ た．表 1 に こ れ らの 9 症例 を ま と めた． 9

症例の平均診断時年齢は24．6± 3．8歳で あ っ た．症

例 1 〜 4 は 妊娠 中に 発症 し AVM と診 断 さ れ た

が ， 残 りの 症例 5〜 9 は非妊 時に AVM と診 断さ

表 ユ　 AVM 合併妊娠 の 症 例 （当院 分娩部）

症　例　　 経　妊 　 診断時 （年齢）　診 断時症 状　破裂の 有無 　手術時期　 術　式

MTSIUOMASKTTMTTMTK123456789 1GlPOGoP2GlPOGOPOGOPlGlP
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妊娠 中（26｝

妊
．
娠 唯i（25）

妊 娠 中 （29＞

妊娠 中（28）

非 妊 時 （22）

丿P妊 隊芋（26）

非妊時 （22）

非 妊 時 （2D

非 妊 時 （ユ8）

て ん か ん

SAIISAHSAH

小脳 出血

頭 　 痛

小脳 出血

て ん か ん

不 　明

無

有

有

有

有

無

有

無

有

妊 娠中

妊 娠中

非 妊 時

非 妊 時

非妊 時

非 妊 時

非 妊 時

全摘術

全摘術

亜 全摘術

彌 全 摘 術

亜 全揃術

全摘 術

全 摘 術

SAH ： subarachnoid 　hemorrhage
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れ た．症 例 5 ， 6 ， 7 の 3 例は今 回の 妊娠前 に

AVM 亜全 摘術 を受 け て い た．　 AVM と
ー
診 断され

る き っ か け と な っ た 症状 は破裂 に よ る SAII が 3

例 ， 小脳出血が 2例 ， てんか ん 2例 ， 頭痛 1例で

あ り ， 1例 は不明だ っ た．

　 こ れ らの 9症例の 中で 特 に 問題 とな る ， 妊娠中

に AVM と診 断され た 4症例の 詳 細に つ い て み

て み る と （表 2），症例 1 はて ん か ん （妊娠 11週〉

をき っ か けに AVM と診断され ， 症例 2 ， 3 ， 4

は 破裂 に よ る SAH （妊 娠 31週 ，
17週 ，

19週）で

AVM と診 断さ れた．　 SAH の た め AVM と診 断

され た症例 3 ， 4で は同妊娠中（妊娠20週 ， 19週 ）

に AVM 全摘術が 施行さ れ て い た ．こ れ ら の 2 症

例 に は術中・術後の 流早産及 び胎 児仮死 ， IUFD は

認 め られ なか っ た，て んか んで AVM と診断され

た症例 1 は患者 の 希望 に よ り妊娠 12週 で 人 工 妊娠

中絶 を施行 した．手術 を施行しなか っ た症例 2 は

そ の後妊娠 中の 破裂 に よ る再 出血は な か っ た．

　妊娠 中破裂 した症例 の分娩様式は ， 保存的に経

過 を み た 1例 で の み選択 的帝 王 切開術 を施 行 し

た．妊娠 中全摘術 を施行 した症例 3， 4 は経腟的に

分娩 し て お り ，
そ の 分娩経過 に 問題 は な か っ た．

　今回検討 した 9 症例の 全経 過 を図 ／ に ま とめ

た． 4 症例 （妊娠中に診断 された 2例 ：症例 1 ，

3 ， 非妊 時 に 診断 さ れ た 2 例 ：症 例 6 ， 7） は

AVM と診断され る前に満期正常分娩 を経験 し て

い た．また ， 症例 2 ， 3 を除 く残 りの 7症例 す べ

て で AVM と診 断 （加療〉さ れ た後 に新 たな妊娠

を経験 して い たが ，
AVM 亜全摘術が 施行 さ れ て

い た症例 5 ，6 と未破裂で 保存的に み た症例 1で ，

残存 した AVM が 破裂す る可 能性 が 否定 で きな

い と判断 し硬膜外麻酔 に よ る無 痛分娩 を施行 し

た．こ れ らを含め 8症例の 経腟分娩全例で の 分娩

中の AVM の破裂 はな く， 母体の 予 後は良好だ っ

た，

　妊娠 中抗痙攣薬の 内服 を必要 とした症例 は 9 症

例の うち 6 症例 7妊娠で あ っ た． こ の うち 1例に

児の 口 唇 口蓋裂 を認め ， 2 例 に フ ェ ニ トイ ン 開始

症 例 　診 断時 週 数

　 表 2

診断時 症 状

て ん か ん

　 SAH

　 SAIi

　 SAH

妊 娠 中 に AVM と 診 断 さ れ た 症 例 の 経過

破 裂 の 有無 　手術 時週 数

　 鉦 　 　　 　　 　 ＿

　 有 　　 　　 　
一

　 有 　　 　　 　2 

　 有 　 　 　 　 19

術式 　 分 娩週 数 分 娩 様式 　　 出生 体重

ー

ワσ
34

K ．M ．　　　 II

T ．T ．　　 　 31

T ．S ．　 　　 ］7

M ．1．　 　　 19

　
一一

　 　 （12）　 人工 妊娠 中絶

　
一一

　　 　 37　　 帝土 切開分娩

全摘術 　　 36　　 　 正 常分娩

全摘術 　 　 39　　 　 正 常分娩

3，20092

，82092

，7049

SAH ： subarachnoid 　hemorrhage

例

123456789

症
　 　 　 　 　 　 　 》D　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 VD ．
K．M ．．L・一一・一・一一一・O − ・■鬮 ■ Dx〔m。n．R｝一 ［mc − 一一一國■鬮■■■■O
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CS

T．T ．　　− DxCR｝一

　 　 　 　 　 　 　 ＞D　　　　　　　　　　　　　　　　VD

T ．S ，　 一一■一一一■幡■■■〈〉一一■ 幽■ ■ Dx（R）− OPEcr）■■ ■（）
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−R｝− OPECSY −
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−R｝
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図 1　 当院分娩部 に お け る AVM 合併妊娠の 経過
・・…・

：当院分 娩 部 で 管理 し な か っ た 妊 娠，一 ：当院分 娩部 で 管理 し た 妊 娠

VD ：経腟分娩，　 VD ＊

：経腟分娩（無痛分娩），　 CS ：帝王 切開分娩，　 D＆C ；人 工 妊娠中

絶 ， Dx （non ・R）：非 破裂 症 状 （て んか ん や 頭 痛 等）で AVM と診 断 ，
　 Dx （R）：破 裂

症 状 （SAH や 小脳 出血等 ）で AVM と診断，　 OPE （T ）：AVM 全 摘出術 ，　 OPE （S）：

AVM 亜 全 摘 術
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表 3　抗痙攣薬の 内服 と母 体 の 合併症及 び奇形の 有無

症 　 例 抗 痙 攣 薬 の 内 服 母 体 合 併 症 児 の 奇形 の 有無

1　 K ．M ，　
’
7x 一ニ ト イ ン，バ ル プ ロ 酸 ナ ト リウ ム

3　 T ．S．　 フ ェ ニ トイ ン ，フ ェ ノバ ル ビ タール

4　 M ．1．＊　 フ ェ ニ トイ ン ，バ ル プ ロ 酸 ナ ト リウ ム

4　 M ．1．＊

　 フ ェ ノバ ル ビ タ
ー

ル

6　 T ．0．　 フ ェ ノバ ル ビタール

7 　M ．M ．　 フ ェ ノ バ ル ビ タール

9　 K ．S ．　 フ ェ ノ バ ル ビ タ
ー

ル

無　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　凵 唇 口 蓋裂

溶血性貧 血 （Hb 　3．9），急性 肝炎　　 　　　無

溶血性貧 血 （Hb 　5．5）　　　 　　　 　　　 無

無　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 無

無　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 無

無　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　無

無　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　無

’
同
一

症例

の 副作用に よ る と思 わ れ る母体の 強度の 溶1frl性貧

血を合併 した （表 3）．

　 2．当院脳神経外科で 診断 ・治療 を受 けた女性 患

者の 産 科歴の 検討

　AVM の女性患者42例に対 して ， 同検討期 間に

同 じく診断 ・治療 を受 けた AVM の男性患者は 63

例 で あ っ た （男女比 1．5 ：1），42症例中， 臨床的に

問題 とな る破裂症例は 23例 （54．8％）で あ っ た．

　 また ，
AVM 女性患者 42例中23例 （54．8％）が合

計46回の妊娠 を経験 して い た （平均 2．0回）。 こ れ

ら の 症例は 21〜38歳で 分娩 し ， 分娩時平均年齢は

27．0± 3．8歳 で あ っ た．妊娠 中又 は分娩後 1 年以 内

に何 らか の 症 状で AVM と診 断 され た症例 は 7

例で あっ た．

　妊 娠中の AVM の破裂例 は 当院 分娩部 に て 妊

娠 ・分娩 を管理 した 3 例 の み で あ り， 3 例 と も

SAH に て 発症 し AVM と診断 され た．ま た分娩

中の 破裂症例 はな か っ た．

　残 りの 4 例 は非破裂症例 で あ り， 1例 は妊娠 中

に て ん か ん に て 発症 し て い た．また 1例は満期 で

の 意識消失発作 の た め に 緊急帝王切開分娩 と な っ

て い た．第 1子産褥早期 に耳鳴 りで 発症 した症例

は ， 第 2 ・3 子出産後 も
一時的に耳鳴 りが 出現 し

た．他の 1 例 は分娩 後約 ユ年で 頭 痛 の 精査 中 に

AVM と診断されて い た ．

　42人 の 女性 を対 象 に 人 年法 に て 1人 の AVM

患者が i年間 に破裂す る率（発症率）を求め た．分

母 と なる観察期閼 （年）は ， 破裂例 で は 生 まれ て か

ら最 初 に 破 裂 す る ま で と し た．非 破 裂 例 で は

AVM に対 する治療 （AVM 全摘及 び亜 全摘術 ， プ

ロ 1・ン 療法 ， embolization ＞を受 け る まで ，また ，

未治療な もの で は最終外来時 ま で と した．全体 の

破裂率 （以 降破裂 とは最初の AVM 破裂 に つ い て

表す ）は   ．017± 0．004／人年 （23／1 ，333）で ， 95％

信頼区間は0．010〜0，024で あ っ た．

　次 に妊娠中の AVM 破裂率を求め た，す なわ ち

1 回 の 妊娠に お け る妊娠 に関連 した期間を妊娠40

週 と産褥12週 を合わ せ ， 1人 年と し て 計算す る と
，

妊娠 中の AVM 破裂率 は0．065土 O．036／入 年 （3／

46
，

95％信頼 区聞 ；0，020〜0．180）で あ っ た ．
一

方 ， 同年代 （21〜38歳） に 非妊 患者 の 破 裂率 は

0．015± O．007／人 年 （5／341， 95％信 頼 区 間 ；

0．004〜0．031）で あ り， 両者 に統計学的な有意差

は認め な か っ た （p ＝ ・O．057）．

　　　　　　　　　考　 　察

　AVM は10〜 39歳の 比較的若年層 で SAH や て

ん か ん な ど で 発症 し診断 される こ とが 多 い ．男女

比 は 1．5〜2．osc1．Oで 男 子 に 多 い と い わ れ て い

る
1｝．当院脳神経外 科で 管理 し て い る AVM 症例

の 男女比 も1．5 ：1 で あ っ た．女性 患者で 妊娠中に

SAH を来す頻度は報告 に よ る と 1万例 中 1〜 2

症例 と い わ れ て い るが，そ の 約半数 は AVM の 破

裂 に よ っ て起 こ る とされて い る
1°）．当院分娩部 の

AVM 破 裂 に よ る SAH の 頻 度 は 3／

5
，
512 （O．054％） と高 い が

，
3例 と も紹介患者で

あ り， 大学付属病院と い う性格 に よ る も の と考え

られ る．

　妊 娠 と AVM の 破 裂 と の 関係 に つ い て は し ば

しば引用 され る臨床報告で は Robinson　et　al．の

報告
11 〕

と Horton 　et　al．の報告
「2｝

が ある．前者で は

45歳以下の AVM 症例 33人に つ い て 検討 し ， 24例

が妊娠中，又 は分娩 か ら 2年以内に 発症 して い る
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こ と ， また妊娠 を経験 した AVM 症例 の87％が破

裂 し ， そ れ に対 して妊 娠 を経験 しな い 症例で は破

裂 した症例が 10％ で ある こ と か ら ， AVM の破裂

に妊娠 が関与 し て い る可 能性が高 い と述 べ て い

る．
一

般に Robinson　et　al ，の こ の論文が多くの

教科書及び論文で 引用 され ，
AVM は妊娠 に よ り

破裂 しや すい と本邦で も考 えられて い る．

　 こ れ に対 し IIorton　et 　al．は1977年か ら1986年

に Massachusetts　 General　 Ilospitalで 管理 した

AVM の妊 娠・分娩 歴 を retrospective に検討 した

報告
12｝で 妊娠は AVM に 対 して high　risk にな ら

な い と反論して い る．すなわち ， AVM 女性 451人

が合計540妊娠 （うち 102妊娠 は流産）を経験 し ，

妊 娠中又 は産 褥 12週 以 内に AVM が 破裂 した症

例は 17例だ っ た ．同年代 に お ける非妊症例の 破裂

率は年間0，031／人 年で あ り ， 妊娠中の AVM の破

裂 率  ．e35／人 年 と有意差 は認 め な か っ た，した

が っ て 彼 らは破裂 し て い な い AVM の症 例 に お

い て ， 妊娠は risk とな らな い と結論づ け て い る．

　今回 の 我々 の 検討で は当院脳神経外科で 管理 さ

れ て い る AVM 女性患者42症例の 中で 妊 娠中又

は分娩後 2 年以 内に AVM と診断 され た症例 は

7症例 （16．7％）で あ り，
Robillson　et　a1．の報告

で の 33症例中24症例 （72．7％）よ り著 し く低 い 頻

度で あっ た．また Horton　et　al．の 方法 に 準 じて

人年法 に よ っ て求めた妊娠中の破裂率 と同年代の

非妊時の破裂率 を比較す る と
， 妊娠時0，065／人年 ，

非妊 時 0．015／人 年で あ り ， 妊娠 Lll に 高 い 傾向が あ

る もの の統計学的に 有意差 を認 め なか っ た．

　以 上 の こ とか ら今回の 我々 の検討で は少な くと

も Robinson　 et 　 al．の 報 告 の よ う な積 極 的 に

AVM の 破裂 に妊娠が 関与 して い る と断定で きる

結果で はな く， Horton 　et 　al．の 報告同様 ， 妊 娠が

AVM 破裂に直接関与 して い る とい う確証 は得 ら

れな か っ た ．

　今回 の 検討で は基本的に は脳外科入院時の カ ル

テ の 記述 を もとに妊娠 ・分娩歴 を調べ たた め ， 流

産 に っ い て は検討 に 入 れ な か っ た ．また妊娠中破

裂 した 3例は ， 全例破裂直後 に近隣の 産婦人科よ

り大学病院で ある 当院分娩部 に 母体搬送 され た患

者で ある．したが っ て ， 実際の 妊娠時の破裂率 は

O．065／人年 よ りも低 く，

一
般的 に い わ れて い る

AVM の 破裂率 の 0．02〜0．03f人 年
13 ）

に 近 い 値 で

ある と考え られ る．

　 AVM は ， SAH や て ん か んを発症 し て 発見され

る こ とが 多 く，こ の 二 つ の症状は当院分娩部に お

い て 妊 娠 ・分 娩 を管理 し た 9 症例 中で も 4 例

（44．4％）で 認 め られ た．可 能 な らば妊 娠 前 に

AVM の診断が下 され，治療 され て い る こ とが望

まし い の は い うまで もな い が ， 交通事故 な ど で

CT を撮影 した時 に 偶然発見 さ れ る例以外 に も ，

最近胎児期に カ ラ
ーフ ロ

ー
マ ッ ピ ン グを使用 した

超音波断層法 に て 胎児の AVM が診断 され た 症

例 も報告 さ れ
14 ）

， 今後 AVM に つ い て も出生前診

断の可能性が示 唆され て い る ．

　妊娠 中の AVM の破裂の 場合，

一
般 に外科的治

療が 早 い ほ ど母体死亡 の 頻度が低下す る とい わ れ

て お り
且 1），AVM の破裂 時の管理 に つ い て は 妊娠

週 数に 関係な く脳外科的判断が優先 され る べ きで

あ る．当科で は実際脳外科で 手術 を行 う場合 ， 長

時間の 全 身麻酔下の 手術 と な る た め術中は胎児心

拍監視装置 に よ り胎児 の状態 を モ ニ ターし て い

る．

　 AVM の 術中 ・術後に手術侵襲 に よ る切迫流早

産 に注意 しな けれ ば な らな い こ と は当然で あ る

が ， AVM の 術中 ・術後は痙攣 を予 防す る た め に妊

娠週数に関わ らず抗痙攣薬 の投与を開始 しなけれ

ばならない ．また ，
AVM 全摘術後 も抗痙攣薬の 内

服 を必要 とす る症例 も多い ．当院分娩部に お い て

も 7妊娠で 抗痙攣薬の 内服 を必 要 とし て い た．検

討症例中， 妊娠中に AVM 全摘術 を施行 した症例

は 2例共 に ， 術後抗痙攣薬の 副作用 と思われ る強

度 の溶 1側生貧血 を来 し再入 院・輸血 を必要 と した．

妊娠 中に抗痙攣薬 を開始す る場合 に は そ の副作用

の 出現 に よ り厳重 な注意 を要す る と考 え ら れ た ．

　　　　　　　　 結 　　語

　今 回 の 我々 の 検討で は少な く と も Robinson 　 et

al．の報告
Ll ）の よ うな積極的 に AVM の 破裂 に妊

娠 が 関与 して い る と断定 で き る 結果で はな く，

Horton 　et　al．の 報告
工2＞同様 ， 妊 娠 中 の 破 裂 率

（0．065／人年）は非妊時の それ （0． 15／人年）よ り

も高い もの の統計学的に 有意な差 で は な い た め ，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1364 脳 動 静 脈 奇 形 合 併妊 娠 に 閲す る 臨床統計学的検討

妊娠 が AVM 破裂 に 直接 関与 して い る と い う確

証は得 られ なか っ た．
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る 謝 意 を表 し ます．

　　　　　　　　　　 文　　献

　 1．竹内
一

夫 編，標準 脳 神 経外 科 学 （第 5版 ）東 京 ：

　　　医学書院，1991；2／6．一一220

　 2．高 田道夫，湯川 澄江 ．妊娠 と くも膜 下 出血．産科

　　　 と婦人 科　 1975；42：89−．96

　 3．杉本
一

則．く も膜下出ti［1に よ る妊 娠 死 亡 の 2例 ．

　　　産科 と婦人科　1975；42； 103− 105

　 4．大野祐子，飯島　宙，吉田典生 ， 佐藤　泉 ， 大塚

　　　博光，斉藤　肇，佐賀正 彦，浜 田　 宏．妊娠 に 合

　　　併 し た ク モ 膜 下 出 血．周 産 期 医 学 ユ99工；21 ：461

　 　 　
− 464

　 5．竹村昌彦，山崎正 人，田中文男，清水　廣，岡本

　　　悦治，久松和寛，大浜 紘三 ，児玉 安紀．小 脳 動 静

　　　脈奇形後妊娠 し，分娩 に 至 っ た 1 例．産 科 と婦人

　　　禾斗　　19S8 ；55 ： 1781− 1784

　 6．陳　茂楠，中沢省三 ，池田幸穂，田崎寿人，志村

　　　俊郎，矢嶋浩 三 ．妊娠後期 に 頭蓋内出血 を来 した

　　　硬膜 動 静脈奇 形 の 工例，脳神経外科　1982 ；10 ：

　 　 　 549− 555

　 7．藤 田勝 三 ，山 崎　駿，玉 木紀彦，白方誠弥，松本

日産 婦誌47巻12号

　　悟．妊 娠 中 に お け る脳 出血の 外科学的治療．脳神

　　経タFX斗　　1978 ；6 ：989−−995
8．Terada　 S，α 々漉 K ，　 Akasofet　 K ，　 Higashi　 S，

　　Cerebral　 arterioveno し1s　malforrnation 　iTl　preg−

　　 nancy 　 with 　 twin ： Case　 report ．　 Neurosurgery

　　 l992 ；31 ；78 一782
9．大島　明．人年法 に よ る解析方法 に つ い て．成人

　　病 ／982 ；23 ：2−−14
10．　Burrotv　G＿“Lr，　E6η 7冶　TE．　八（edical 　comPlica −

　　tions 　during　pregnancy ．3rd　 ed ．　 Philadelphia：

　　WB 　Saunders　Company ，／988；494
11，Robinson／L，　 Hal／ cs，　 Sed：imir （）B 　Arter−

　　iovcnous　malforrnations ，　aneurysms ，　and 　preg−

　　nancy ．　J　Neurosurg工974；41 ：63− 70

12．Horton　IC，　 Chambers’轍 4，　 Lyon．y　 SL，　 Adams

　　RD ，　Kiellberg　RIV．　 Pregnancy　and 　the　risk　of

　　hemorrhage 　from　 cerebral 　 arteriovenQus 　 mal −

　　formation．　Neurosurgery　l990；27： 867− 871
13．高倉公朋 監修．AVM の 手術適応．脳神経外科 シ

　　 リ
ーズ．脳 ・脊髄動静脈奇形 の 治療　東京 ：現 代

　　医療社，ユ989 ；1
− 16

14．Shal　E ，　Pan 　 U，　Gretf磁 LVeiner　E ．　 PrenataI

　　diagnosis　 of 　feal　 l）rain 　arteriovenous 　ma 】for−

　　 mation ；the 　 use 　 of 　 co1 〔｝T　Doppler 　imaging ，　 J
　 　 CIin　Ulterasound　1992 ；20 ： 149．151

　　　　　　　　　（No ．7667 平 6 ・8 ・11受 付 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


